

























































と新学部の設置が計画される中で急増 の訓育が疎かになることを憂えた舘長は、訓育指導面強化 為、旧軍将校出身者を中心とした職員を大量に採用し、強力な権限を持つ「 生監」制度を立ち上げた。　
それは、 「学生に実践倫理を徹底監督するため舘長




































年（平成四年）に予定される学部 多摩校舎移転の準備担当を兼ねて、この年（平成二年） 、体育学部事務長に任じられていた。この時点でまだ各 ・各クラス別担当学生係（主事）制度は続けられていた。　
当時の世田谷校舎、鶴川校舎への学部配置状況は、鶴


























































































































「鎌倉街道は総て相模国鎌倉を起点として上道、中道、下道に分かれていた。上道＝町田―府中―入間―花園―児玉―高崎を経て関東北西部へ中道＝鶴ヶ峰―荏田―世田谷―板橋―鳩ヶ谷 幸手―古河を経て関東中北部へ下道＝六浦―菊名―大手町 隅 ―松戸を経 関東東部へ」 （ 『鎌倉街道探索の旅』さきた 書房） 。　
武家政治が確立したのは、鎌倉幕府からであり、その




















局的な問題で、一事務長が事を左右する性質のものではなかった。　「入れ物は作る。 移転関連の必要経費は準備する。 但し、移転に伴う計画・実施は体育学部に一任」  法人の体育学部多摩校舎移転についての基本的考え方














































ずの極めて短日に運び終わらなければならない。その間には卒業式の諸行事も控えている。机やロッカーなどの家具類は既に新品が準備されているので、移す は中身だけでよい。各研究室毎に搬送の緩急別や着先の階別どを示したマーキング用紙と段ボールを準備し 世田谷と多摩にそれぞれ繰出係と受入係 体育学部職員を貼り付けた。　
京王運輸の担当者と綿密な運行計画を練り、ヨーイ・
ドン。　
世田谷・多摩双方の作業補助員に各研究室、各クラブ
の学生の応援があったこともあり、引っ越しはスムーズ
多摩キャンパス空撮
に進行した。紛失や行く先不明の荷物は一つもなく、計画通りほぼ完璧に終了した。コンテナ倉庫もほぼ満杯になり、さしあたり廊下などに荷物が溢れる最悪の事態は避けられた。　
後は学生を待つばかり。ただ、本年度からの入学生は
あの世田谷校地・校舎に み込んだ歴史の香りを知 機会がほとんどなくなるのだなと、一抹の寂しさは否めなかった。「平成四年四月七日
　
多摩校舎開校式」
　
私は、ある理由で世田谷に残った。
